




Chapter 02.

戦略の柱とサイクル

戦略の方向性を形にするため「協働（共走・共創）」「熱を伝える場づくり」

「共感を生む情報発信」を戦略の柱として、それぞれが好循環する取組を進

めていきます。
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Chapter 02.

戦略の柱とサイクル（詳細）

彦根を良くする取組に対する熱（想い）の高いターゲットから、徐々に他の市民等に

熱が伝播するように、３本の戦略の柱に沿った取組をサイクルのように回していきます。

18
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Chapter 02.

【 戦略を回していくことで参画意欲、感謝意欲、推奨意欲が向上 】

協働／場づくり／発信のサイクルが回っていくことで、熱のある取組を通して、彦根

の魅力を知る市民が多くなり、自らもまちの課題解決に取り組みたい人が増えていき

ます。（参画意欲の向上）

また、直接活動に参加できない人も、人の熱（想い）を帯びた情報に触れることで、

そういった取組に共感し、できる範囲での応援をする人も増えます。（感謝意欲の向上）

結果として、市内で個人や団体による様々な取組が生まれ、取組に参画または応援（感

謝）する人が増えることで、市民全体のまちに対する関心や想い（熱）が高まり、自

ら「私のまち・彦根市」をオススメしたい市民が増えます。（推奨意欲の向上）

これらの「参画意欲」「感謝意欲」「推奨意欲」が高まることにより、まち全体の価値

が高まるため、彦根に住み続けたい、彦根から出たくないという人が増えていくこと

が実現していくのではないか、と考えています。
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成果指標

今回の市民アンケート調査で集計した参画意欲／推奨意欲／感謝意欲については、顧

客満足度と並んで注目されている顧客ロイヤルティ（信頼度・愛着度）を測る指標：

ＮＰＳ（ネット・プロモーター・スコア）の考え方を採用して、市民の意欲度を数値化

し、経年変化を見ながら、各意欲の高スコア層の増加を図っていきます。

推奨意欲
あなたは、「彦根の魅力を誰かにすすめたい」とどの程度思いますか？ 
現状（2018年）のＮＰＳ：「高スコア：19.2％」－「低スコア：19.3％」 ＝ － 0.1

参画意欲
あなたは、彦根市をより良くするための活動にどの程度関わりたいですか？
現状（2018年）のＮＰＳ：「高スコア：12.6％」－「低スコア：29.2％」 ＝ － 16.6

感謝意欲
あなたは、彦根市をより良くするために活動している人に対して、どの程度感謝したいですか？
現状（2018年）のＮＰＳ：「高スコア：61.5％」－「低スコア：4.3％」 ＝ + 57.2

【 参考 】一般的なＮＰＳ （ネット・プロモーター・スコア）の測定方法

1.  顧客アンケートで「あなたはこの製品/サービスを知人に薦める可能性は、どのくらい

　　ありますか？」という質問を行い、0～10の11段階で評価をしてもらう。

2. アンケートの回答に応じて、「推奨者」、「中立者」、「批判者」の3つのタイプに顧客を分類

3. 推奨者から批判者の割合を引いて出てきた数値＝NPSの値

※本戦略では、那須塩原市と同様に、

0～4  =「低スコア」

5～ 7  =「中スコア」

8～10  =「高スコア」　として、ＮＰＳを算出します。

1

2

3
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ブランドメッセージの位置付け

第三章　ブランドメッセージとロゴマーク

21
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市民４０名による「市民ワーキング会議」で、彦根のまちの魅力や、その魅力の源泉などに

ついて話し合い、広く市民に共感され、彦根市のシティプロモーションを推し進めるような

「ブランドメッセージ」を作成しました。

また、ブランドメッセージを効果的に広報・発信するためのキャッチコピーとボディコピー、

ロゴマーク（シンボルマーク／ロゴタイプ）も作成しました。

本戦略において、このブランドメッセージと、それを体現したロゴマークやキャッチコピー

を冠することで、彦根市のシティプロモーションの統一的なイメージを構築し市民等への浸

透を図ります。

<ブランドメッセージと、ロゴマーク・キャッチコピー・ボディコピーについて＞



Chapter 03.

彦根には国宝「彦根城」がある。ご当地キャラクターの代表格「ひこにゃん」もいる。

しかし、彦根に住む 10 万人以上の人々をして、ここに住み続けたいと思わせるまちの魅力は、
お城とひこにゃんの存在だけでは表現しきれない。

古くから交通の要衝にあって往来に大きな不便はなく、琵琶湖に代表される豊かな自然が身
近にあることも大きな魅力である。しかしなによりも、仕事や子育て、地域コミュニティな
どをとおしてつながりを実感できる人びとのいとなみこそが、「私のまち彦根」の魅力なの
ではないだろうか。

市民の声を聞き、暮らしをたずねてみると、彦根にはここにしかない風情や雰囲気をまとっ
た商店や企業、イベント、人の集まりなどが確かに存在する。このまち彦根に感じる何かを「風
格」と呼ぶなら、それは 400 年、いやそれ以前から遙か続くこのまちの成功と挫折、人び
とのよろこびとかなしみが降り積もった肥沃な土壌から立ち上る気韻のように、このまちの
すみずみに充満している。

この肥沃な土壌に深く根を張る彦根市は、年輪を重ね、多少の風には動じないどっしり太い
幹を持つ大樹のようである。幹から力強く伸びる数々の枝の先では、勇気と臆病を同居させ
ながらも、常に新しい葉が芽吹いている。その奥ゆかしさと、それでいて一歩踏み出す気概、
そして勇気を見守り、称賛してくれる懐の深さこそが、彦根がもつまちの魅力の正体なのか
も知れない。

大樹の木陰に、枝先に、根元に、人びとはつどい、憩い、宿り、暮らす。そこにふりそそぐ光や雨、
散り敷く落葉、積み重なる歴史、さらにまた、日々新しく、日々繰り返す人びとのいとなみ…、
それらすべてが滋養となって、この木は育つ。「風格と魅力ある都市・彦根（※）」はこのま
ちに生き、関わるすべての人びとが、未来に向けて育み続ける。

彦根は、歴史を受けいれながら、未来に向けての取組が推進されるまちで在り続けたい。

（※）彦根市民憲章・前文より引用
前文「豊かな自然と歴史遺産に恵まれた彦根市に住むわたくしたちは、先人のたゆまない努力によって築かれた郷土
　　　に誇りと責任を持ち、風格と魅力ある都市を創造していくために努力します。」

ブランドメッセージ
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キャッチコピー＆ボディコピー
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ロゴマーク解説

市の木
たちばなを
モチーフに

市外の人も
気軽に訪れ
暮らせるまち

彦根で育まれる
新たなチャレンジの

枝葉と果実

新しい芽を
育むヒコネ

24

ロゴマーク　（詳細な使用ルールは別途規定する）

彦根市シティプロモーション戦略

・コピーを 2行で表示OK ・シンボルマーク（上部のみ）

　の利用OK

・ロゴタイプ（下部のみ）

　の利用OK

・ネガ表示の利用OK
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2019 年度のアクションプラン

第四章　アクションプランと推進体制

彦根市の未来に対して想いを持つ、個人・団体が自由に参
加できる「オープン座談会」を概ね１ヵ月から２か月に 1
回程度開催し、本市のシティプロモーションの議論と、具
体的なプロジェクトの企画検討を行う。

市民主導による新たなまちづくりや市民活動創出の
きっかけづくり。既存団体や行政との連携・協働を模索。

「（仮称）彦根市シティプロモーション市民会議（オープン座談会）」の設置・開催

協働（共走・共創）

彦根市に関わる様々な人々が集い、自分の思い描く未来
についてプレゼンテーションを行う参加型イベント。世
界遺産都市のあり方や、彦根市の持続的な発展などにつ
いて、多様な意見を交わしあい、新たな展開に向けた場
づくりを行う。

市民の共感・感謝（応援）・参画意欲の獲得

「（仮称）彦根未来フェス」の開催

熱を伝える場づくり

市公式 WEB、広報ひこね及び SNS による情報発信（市
民の取組の様子を定期的に）を推進する。SNS を活用し
市 民 の 視 点 で 魅 力 を 発 信 で き る 仕 組 み づ く り
（#lovehiko）を強化する。

市民の共感・感謝（応援）意欲の獲得

市の広報媒体を活用した情報発信

共感を生む情報発信
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市民会議を引き続き開催して、まちの魅力発信のための議論を行うとともに、クラウドファンディング
の活用支援など、各個人・団体のプロジェクトを市民が応援できる具体的な仕組みづくりを進める。結果、
市民によるまちづくりのアイデアが次々と生まれ、新たなチームが立ち上がり、市内外の共感する人が
気軽に応援しやすい環境を実現していく。

◆オープン座談会の継続・改良

◆クラウドファンディングの活用

◆幅広い市民応援体制の構築

協働（共走・共創）

プレゼンテーションイベントを引き続き開催し、未来志向の取組やその取組に関わる人の想い（熱）を、
さらに多くの市民に伝えていくことで、市民全体の参画意欲と感謝意欲の高まりを促進する。
さらに、「熱を伝える場づくり」が市内の各エリア単位で開催されるなど、持続的な展開につながるように、
イベント開催のノウハウや、まちづくりについての学ぶ機会を創設し、地域の自発的な担い手づくりを進
める。

◆プレゼンテーションイベントの継続開催

◆場づくりを学ぶ機会の創設

◆「（仮称）地域の熱伝導士」育成

熱を伝える場づくり

公的媒体を活用した情報発信は引き続き実施するとともに、市民主導の情報発信がより高まる仕組みづく
りを進めることで、各取組に対する市内外からの共感を効果的に獲得していく。また、本市のシティプロ
モーションに対する市民等の理解（ブランディング）を深めていく。

◆市の広報媒体を活用した情報発信（継続）

◆市民の発信力強化講座の検討

◆市民による情報発信媒体の運営

共感を生む情報発信

2020 年度以降のアクションプラン
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効果

効果

効果

・市民が自らのまちをつくり、
　　良くする流れの推進
・自走できる仕組みづくり
　　（人・資金の支援方法等）
・関係人口の増加

・市民の参画意欲・感謝（応援）
　　意欲を盛り上げていく

・自走できる仕組みづくり
　　（地域の自発的な担い手づくり）

・市民の共感の広がり

・自走できる仕組みづくり
　　（市民による自発的な情報発信）

・市民主導の情報発信サポート
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彦根市シティプロモーション戦略ロードマップ（イメージ）
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2019年度 2020年度

彦根市シティプロモーション
市民会議（仮称）の開催

市民会議継続
（新たな参加者）

彦根未来
フェス（仮称）

の開催

プレゼン
テーション
イベントの
継続開催

（新たな参加者）

フェス
実行委員会
立ち上げ

他メディア
へのPR

運営本部
立ち上げ

市民応援
体制の構築

クラウド
ファンディング
活用支援等

フェス
実行委員会

更新

場づくり
ノウハウ
学ぶ機会

市の広報媒体を
活用した情報発信

市の広報媒体を
活用した情報発信（継続）

市民主導の
情報発信促進

他メディア
へのPR
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彦根市シティプロモーション戦略ロードマップ（イメージ）
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2021年度 2022年度以降

次々と立ち上がる
新たな取組に対して、市
民等が支援できる仕組み
が出来上がっている状態

市民が、彦根の未来に対
する想いを表現し、他の
市民からの共感や評価を
得られる場所が出来てお
り、マスコミからの関心
も高まっている状態

市民の取組が市の広報など
を通じて随時発信され、公
にも評価されている。また、
市民独自の情報媒体が行政
との協働により運営されて
いる状態

SNSの活用や、
市民と行政の協働での媒体企画など

自走できる
仕組みづくり

また、地域ごとに未来志
向イベントが企画されつ
つある状態

ファシリテーション講座など、
市民会議を企画運営できる人材育成

クラウド
ファンディング

活発化

場づくり
ノウハウ
学ぶ機会地域の

熱伝導士
（仮称）

育成検討

プレゼン
テーション
イベントの
継続開催
（各エリア単位などでの開催も検討）

誰でも気軽に参加出来て
出会いや学びが産まれ続ける場が増える

市の広報媒体を
活用した情報発信（継続）

他メディア
へのPR

発信促進
企画

市民会議継続
（各エリア単位などでの開催も検討）
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ターゲットイメージ

ターゲットは、彦根市民にとどまらず、彦根市出身の市外在住者

やボランティア活動などで本市に来訪する関係人口、観光客など

の交流人口も含まれますが、彦根市に対する想いやまちを良くす

る活動への熱量などによって、アプローチが変わってくるため、

大きく４つに分類し、代表的な人物像（ペルソナ）を設定しました。

ターゲット設定とターゲット別施策例
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ターゲットイメージ
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彦根のまちづくりなどに参加したいことは
ないが、彦根に愛着があり、地域のために
活動している人は応援したいと思っている



Chapter 04.

推進体制

31

市民主導のオープンな場でシティプロモーションの議論と、
具体的なプロジェクトの企画検討を行う。

（仮称）彦根市シティプロモーション市民会議（オープン座談会）

・出会いの場
・まちの魅力の再発掘
・課題共有と解決策の議論
・新規プロジェクト創出
・クラウドファンディング活用研究

【 ワークショップ 】

マスメディア

まちの未来に対する想いなどを
表現し、新たな層の参加を獲得

【 プレゼンテーション
イベント 】 ・SNSの効果的活用

・個人、団体のネットワーク活用
・市民による情報発信媒体の運
   営検討　など

【 情報発信 】

協働
（出会い）

情報
発信

情報
発信

熱を
伝える場
づくり

（仮称）彦根未来フェス実行委員会

地域の取組
に協力（応援）
したい人

彦根の
魅力を発信
したい人

機会があれば
まちづくりに
参加したい人

仲間を
見つけて
地域で活動
したい人

自らの
取組を

広めたい人

彦根に関わる多様な主体

＜関係図＞

自由参加

（市内在住・在学・在勤に限らない個人・団体）
　※二地域居住者も含む

（仮称）彦根市シティプロモーション
市民会議運営本部

広報ひこね/市HP / SNS
公的媒体の活用

取材

企画・運営・事務局機能

参加

運営参加

運営参加

シティプロモーション
推進課

連携

設置 ／全体コーディネート
　　 ／進捗管理

（仮称）

シティプロモーション
庁内推進プロジェクト

チーム

彦根を良く
する取組を
始めたい人

情報提供
（プレスリリース）

＜庁内関係部署＞
・広報担当・移住促進担当
・市民活動担当・観光振興担当
・その他関係課

連携

協働
情報
共有

（彦根市役所）
運営事務局

彦根市シティプロモーション戦略
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推進体制 詳細

32

◆『彦根市シティプロモーション市民会議（オープン座談会）』（以下、「市民会議」という）

彦根市の未来に対して想いを持つ個人・団体が自由に参加できる座談会。概ね１ヵ月から２
か月に1 回程度開催し、本市のシティプロモーションの議論と具体的なプロジェクトの企画
検討を行う。参加者は、彦根のくらしやまちづくりに対する想いや考えを述べ、自らが取り
組む活動の賛同者や支援者の獲得や、市や他団体の広報媒体・ネットワーク、イベントを通
じた情報発信などを行うことができる。

◆『彦根市シティプロモーション市民会議運営本部』（以下、「運営本部」という）

市民会議を主催するとともに内部の調整や事務局業務を担う運営本部を市が設置する。運営
本部は、市民と市職員で構成し、市民会議を活発にするための方針などについて協議する。

◆『彦根未来フェス実行委員会』（以下、「未来フェス実行委員会」という）

市民の彦根市の未来に対する想いや、一人一人の日々の活動などをより多くの市民に伝え
るプレゼンテーションイベントの実行委員会を、市民会議内に設置する。事務局は運営本
部が担う。

◆『彦根市シティプロモーション庁内プロジェクトチーム』（以下、「庁内PT」という）

彦根市役所の若手職員を対象にプロジェクトチームを立ち上げ、全庁的なシティプロモー
ションの推進について議論を行い、具体的なプロジェクトを推進する。また、プロジェクト
チームメンバーは、市民会議や運営本部へも積極的に参加する。庁内PT運営にかかる詳細
については別途定める。

彦根市シティプロモーション戦略

（名称はすべて仮称）
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シティプロモーションがもたらすアクションの連鎖

持続可能なシティプロモーションの推進には、行政主導型の事業執行ではなく、市民（個人・団

体）が、「私のまち・彦根」の課題に対し、自発的に、楽しみながら取り組める環境が必要です。

そこで、誰もが自由に参加できる「（仮称）彦根市シティプロモーション市民会議（オープン座

談会）」を設置します。この市民会議は、市が設置し公募市民等で構成する「（仮称）彦根市シティ

プロモーション市民会議運営本部」が事務局を担い、市民による自由な運営を確保しつつ、市と

協働・連携することで、公的な会場の手配や市の広報媒体の活用、市役所関係部局との調整など、

必要な場面での行政のバックアップ体制を整備します。

市民会議では、個人や団体がそれぞれの活動について情報共有を行いながら、他団体や行政との

新たな協働の可能性を探ることができます。また、クラウドファンディングによる活動資金の調

達など、自走可能なプロジェクト推進を図ります。

　

また、運営本部は、市民会議内に、各個人・団体がそれぞれの取組や彦根市の未来に対する想い

を表現するプレゼンテーションイベント「（仮称）彦根未来フェス」の実行委員会を設置します。

実行委員会のメンバーは基本的に市民会議の参加者で構成され、イベントの企画運営を主体的に

担っていただきます。

市は市民会議で共有された個別プロジェクトについて、運営本部と調整し積極的に情報発信して、

市民の共感獲得を促進します。

　

また、市民会議や運営本部での活動を通じて、新たに市内エリア別や学生を対象としたものなど、

より参加しやすい形態での市民会議を運営できる人材育成を進めます。

市役所内では若手職員を対象とした「彦根市シティプロモーション庁内プロジェクトチーム」を

設置して、全庁的なシティプロモーションの推進について議論を行い、具体的なプロジェクトを

推進します。また、その取組は市民会議でも共有し、市民との協働の可能性を探るとともに、庁

内ＰＴメンバーの市民会議や運営本部への参画も促進していきます。

このように、行政と市民が協働の枠組みで未来志向型の活動を進めていくことで、さらに彦根の

魅力や彦根の力に裏打ちされた多様な活動が市民主導で企画されていきます。そして、それらの

活動によって、彦根市の魅力が市外へも発信され、市全体のブランドイメージが向上し、市民の

「彦根市に住んでいて良かった」と思える幸福度が高まります。

彦根市シティプロモーション戦略
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　本戦略の策定にあたっては、以下のとおり「彦根市シティプロモーション戦略策定委員会」

を開催し、本市のシティプロモーションに関する現状分析と、戦略案の内容について審議検討

を行いました。

氏名（敬称略）

上田 洋平

小椋 昭代

柴田 雅美

松居 智和

宗田 好史

橋本 昌子

馬場 完之

丸山 武志

役職

委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

アドバイザー

事務局

事務局

所属

滋賀県立大学 地域共生センター 助教

株式会社政所園 夢京橋店 店長

ひこね市民活動センター 副理事長／滋賀大特任教授　

彦根市社会福祉協議会 地域福祉課 課長補佐

京都府立大学 副学長

彦根市 市長直轄組織 参事

彦根市 企画振興部長 部長

米原市シティマネージャー

彦根市 シティプロモーション推進課

株式会社いろあわせ
（彦根市シティプロモーション戦略策定支援業務 受託事業者）

1回目 2018年6月22日（金）　13時～15時半

2018年8月31日（金）　10時～12時半

2018年9月28日（金）　13時～15時半

2018年11月16日（金）　13時～15時半

2019年1月25日（金）　13時～15時半

2回目

3回目

4回目

5回目

2019年2月21日（木）　14時～16時半6回目

大学サテライト

・プラザ彦根

開催実績

戦略策定委員会メンバー一覧

実施概要 日時 場所
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（担当）
　彦根市市長直轄組織
　シティプロモーション推進課


